
 

 

 

平成 23 年度 情報探索入門－参考資料の種々とその利用－ 

スケジュール・授業概要 

 

11 月 21 日  講義   （メディアセンター203、204） 

 

＜目的＞ 参考資料を活用し、知的情報収集法とその重要性を理解する 

＜内容＞ 先行研究を調査する必要性とその方法を理解してゆく上で、レファレンスツール 

 の種類・特徴・使用法を覚える 

 [課題] 1.テーマを設定し、情報探索のためのキーワードを考える 

 

 

11 月 28 日  演習   （附属図書館 3階ライブラリーホール / 1 階参考図書コーナー） 

 

＜目的＞ 「基礎文献」（広く読まれ、高く評価された本）の選び方と探し方を理解する 

＜内容＞ 図書館の参考図書コーナーで専門百科事典類を中心とする参考図書を用いて、 基礎文 

献を調査し、その所在を確認する 

[課題] 1.設定したテーマについて参考図書を探す 

  2.参考図書を引いて、基本文献を探す 

 

 注意 

 11 月 28 日は通常開館日です。参考図書コーナーには一般の利用者もおられます。 

できるだけ静かに演習を進めてください。 

 演習会場の混雑が予想されます。資料はお互いに譲りあって利用してください。 

 カバンなどの大きい荷物はライブラリーホールに置いておくことができます。 

 貴重品は必ず身に着けてください。 

 ライブラリーホールは演習開始時に施錠し、授業終了時に再び開場します。 

 

 

12 月 5 日 演習 （メディアセンター203、204） 

 

＜目的＞ 信憑性の高い定期刊行物（学術雑誌）記事の探し方を理解する 

＜内容＞ 信憑性の高い電子データーベースで学術雑誌記事を調査し、その内容の入手法 

 まで確認する 

 [課題] 3.雑誌記事索引(CiNii Articles, Web of Science)などを使って、論文を探す 

 

 

 

 

配付資料は 3回の授業を通して使います 

毎回忘れずにご用意ください 
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参考資料の種々とその利用 

（その1：講義編）  

京都大学附属図書館研究開発室 

准教授  古賀 崇 

 

平成23年度全学共通科目 

「情報探索入門」 第7回 

（2011年11月21日） 
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本日の内容 

• 参考資料などの活用法の説明 

–百科事典を中心に 

 

• 百科事典データベース“JapanKnowledge”を
実際に活用 

 

 

• 次回・次々回の演習に向けて 

 

 

3 

参考資料の活用 

4 

ここまで（第2回～第6回）のおさらいと 

今後の内容 

分類 
・トピックの整理・分析の仕方 

・図書館的分類法とユーザー側での分類法と
の対比 

目録 

・「図書・雑誌（論文）に関するデータ」の読み方 

（図書と論文との区別を！） 
・さまざまな「目録データベース」の活用法 

参考資料 

・トピックの解説や、トピックどうしの「つなが
り」の見つけ方 

・「トピックにかかわる有益な文献」の見つけ
方→論文の探し方 

インターネット／ 

データベース 

・「検索の落とし穴」への認識 

・「信頼性ある情報」を見抜くポイントへの認識 
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「参考資料」の大まかな分類 

参考資料 

辞書・事典類 書誌・目録・文献リスト類 

（二次資料） 

辞書・ 
用語集 

事典（辞典） 

百科 

事典 

専門 

事典 

①知りたいことがらの概要や
背景を把握する 

②知りたいことがらをよ
り深く追求する 

③ことば、
専門用語
の意味や
用例を把
握する 

④知りたいこと
がらを扱う文献
を調べ上げる 
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レポート 

例：「食材のトレーサビリティをめぐる現状につい
て」（第1回授業より再掲） 

トレーサビリティとは 

トレーサビリティをめぐる 

最近の話題 

トレーサビリティの技術・ 
システムとその運営 

トレーサビリティの可能性と 

課題 

辞書・事典類 

どの領域？ 

 
 

 

情報工学 

食品産業 

情報源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次資料 

（各種DB） 

新聞記事・ 
一般雑誌記事 

一般書 

専門書 

学術論文 

百科事典や分
類を手がかりに 

目録でカバー 

《資料1》 講義
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人環・総人図書館 1階では… 

8 

附属図書館 1階では… 

9 

参考図書エリア（附属図書館の場合） 

10 

百科事典 

『日本大百科全書』 
（小学館, 第2版 1994年） 

 

『世界大百科事典』 
（平凡社, 改訂新版 2007年） 

 

『ブリタニカ国際大百科事典』
（TBSブリタニカ, 第3版 1995年） 

 

他にCD-ROM版、DVD-ROM版、 

携帯・スマートフォン対応版など… 

印刷版（冊子体） オンライン版 

11 

百科事典の特徴と機能 

• 知識体系の構造化 

 

• 「定説」の提示 

 

• 専門家による執筆 

 

• 一般の人向けの内容 

12 

百科事典の使いこなし方 

• 索引巻を先に引く（資料3参照） 

 

• 執筆者、参考文献に注目する（同上） 

 

• 複数の百科事典を引き比べる 

《資料1》 講義
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百科事典と、関連する参考資料 

百科事典 
（普遍的な知識） 

百科事典データベース 

専門事典 

新語辞書 

より新しい（時事的な）知識 

より深い知識 

14 

新語辞書、それに類似するもの 

（◎はJapanKnowledgeで利用可能） 

◎現代用語の基礎知識（自由国民社） 

◎Imidas（集英社） 

–2007年より書籍版は縮小 

 

• 朝日キーワード（朝日新聞出版） 

◎日本の論点（文藝春秋） 

–特定のテーマについて、異なる意見を掲載 

15 

百科事典データベース 

（有料のもの） 

• JapanKnowledge + NRK 

–京大で利用可能：通常の同時アクセスは「4」まで 

  http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/dbj/J.html  

–小学館の『日本大百科全書』『日本国語大辞典』
などに基づく百科事典・辞書データベース 

• 授業後半で実際に活用  

 

• ネットで百科＠Home 

• ポプラディアネット 
 

 
16 

その他の注目すべき情報源など 

書誌・目録・文献リスト 

17 

『翻訳図書目録2008-2010』より 

18 

《資料1》 講義
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「レビュー」／Review 

• 特定主題に関して、すでに発表された文献を
総覧・評価→今後の研究動向を示唆 

• 実例 

–  1年間の「総決算号」にレビューを載せるもの：『史
学雑誌』『法律時報』 

–ほぼ毎号レビューを載せるもの：『カレントアウェア
ネス』（国立国会図書館、図書館情報学関連） 

–レビュー論文が中心となっているもの（レビュー
誌）：『児童心理学の進歩』、Annual Review of 

Biochemistry 

 
20 

「リーディングス」／Reader 

• 特定のテーマに関し、優れている、あるいは
特色のある論文を再録 

• 実例 

– リーディングス日本の教育と社会（日本図書セン
ター, 2006-） 

– International Political Economy : A Reader 

(Oxford University Press, 2010) 

 

21 

資料の質の違いを考える 

• 書籍  vs 論文 

 

• 入門書（新書など） vs  教科書  vs  専門書 

 

• 一般雑誌の記事  vs 学術雑誌の論文 

 

• 学術雑誌の論文  vs  紀要の論文 

 

22 

資料と時系列：パターン1 

社会的 

出来事 

新聞・ 
一般誌の 

記事 

学術雑誌 

の論文 

学術図書 

教科書・ 
一般図書 

専門事典 

百科事典 

23 

資料と時系列：パターン2 

研究上の 

新発見 

新聞・ 
一般誌の 

記事 

学術雑誌 

の論文 
学術図書 

教科書・ 
一般図書 

専門事典 

百科事典 

この辺の 

流れは 

あいまい 

24 

推薦図書 

• 妹尾堅一郎『知的情報の
読み方』水曜社, 2004.

（右記） 

• 妹尾堅一郎『考える力を
つけるための「読む」技
術』ダイヤモンド社, 2002. 

《資料1》 講義
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JapanKnowledgeの活用 

キーワード選定のために 

26 

JapanKnowledgeへのアクセス(1) 
• 図書館機構トップページの「データベース」のタブより 

（方法1）「資料のタイプで探す」から「辞書・事典」→ 
JapanKnowledge+NRK 

（方法2）Jをクリック → JapanKnowledge+NRK 

27 

JapanKnowledgeへのアクセス(2) 

• 「ユーザ名とパスワードが必要」と出てきたらECS-IDと
パスワードを入力 → JapanKnowledgeで「ログイン」 

28 

JapanKnowledge + NRK トップページ 

29 

「ノーベル賞」でOneLook（一括検索）を行った結果 

30 

日本大百科全書での「ノーベル賞」の
項目より 

 

《資料1》 講義
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31 

『デジタル大辞泉』での項目 

32 

『日本国語大辞典』での項目 

33 

関連：『日本の論点』より 

34 

JapanKnowledge + NRKでの 

その他の有益な情報源 

• 国史大辞典：日本史の総合的事典 

• 日本歴史地名大系：日本の地名・地域史を網
羅した事典 

• デジタル化学辞典：『化学辞典』（第2版, 2009）
をベースにした事典 

• 日本人名大辞典 + JK Who’s Who 

 

35 

「何を探したいか」のキーワードと連想 
• 分類の発想や、JapanKnowledgeを生かす 

• 資料4も参照：関連データベースを手がかりに 

大気汚染 

公害 

煙害 

光化学スモッグ 

上位語 

下位語 

関連語 

• 新書マップ：
http://shinshomap.info/search.php 

• NDLサーチ： 

 http://iss.ndl.go.jp/  
36 

• 次回の附属図書館での演習に関する注意 

 

• 資料一式は次回（11/28）・次々回（12/5）も持
参のこと 

 

• 課題は12/5（月）の授業で提出（厳守！） 

その他 

《資料1》 講義
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請求記号 書　名 出版年 請求記号 書　名 出版年

　A　～

A/2/コ3 国際政治事典 2005 AZ/785/ﾐ20 民事手続法事典 [全3冊] 1995

　D　～

D/2/ﾆ12 日本經濟史辭典 [全3冊] 1940

　E　～

E/2/ｼ6 新社会学辞典 1993 EB/22/ｹ2 現代マルクス＝レーニン主義事典 [全3冊] 1993

E/2/ニ6 日本女性史大辞典 2008

　F　～

F/2/ｷ20 教育学大事典 [全8冊] 1978 F/2/ｹ15 現代学校教育大事典　[新版] [全7冊] 2002

　G　～

G/2/レ1 歴史学事典 [全16冊] 1994 GD/1/ﾆ9 日本民俗大辞典 1999

GB/8/ｺ3 国史大辞典 [全17冊] 1979

　H　～

H/2/ｾ1 西洋思想大事典 [全5冊] 1990

　K　～

KD/2/ｴ2 演劇百科大事典 [全6冊] 1960 KG/2/ニ3 日本古典文学大辞典 [全6冊] 1983

KE/112/ｼ3 集英社　世界文学大事典 [全6冊] 1996

　UR　～

UR/1/セ5 世界大百科事典 [改訂新版] [全31冊] 2007 UR/1/ヘ1 平凡社大百科事典 [全16冊] 1987

UR/1/ニ1
日本大百科全書 [第2版] [全26
冊]

1994

　　　　　　　哲学・宗教

　　　　　　　芸術・言語・文学など

　　　　　　　百科事典

主題別「言葉や事物を調べる」事典リスト (文系・百科事典)

　　　　　　　政治・法律・行政

　　　　　　　経済・産業

　　　　　　　社会・労働

　　　　　　　教育

　　　　　　　歴史・地理

上に挙げているのは、各専門分野の言葉・事物の意味や背景を調べるときに使う事典です。 
ただし、古い事典も含まれていますので、これらの事典で調べたいことが見つからなかったときは、主題別「読む」
事典リストを見て、自分が調べたいことに近いテーマに関する事典を調べてみてください。 
 
☆すべて附属図書館１Ｆ参考図書コーナーにあります。 
☆基本的に参考文献・執筆者の記述があるものを挙げていますが、項目によってはないものもあります。 
☆ここに挙げたのは一部の事典です。ＫＵＬＩＮＥをひいたり実際に書架に足を運んだりして自分の分野に関する
ものを探してみましょう。 

☆自分の調べたいことがどの分野に入るかわからない時は、まず  UR：百科事典  をひいてみましょう。 
☆分類は国立国会図書館分類表を使用しています。 例）A ：政治・法律・行政 

《資料2》 講義・演習
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「百科事典」を引く -「発光ダイオード」の場合- 

 

基本文献 

著者名 

「日本大百科全書」第二版 （東京、小学館、1994 年-1997 年） 

←↓「索引」より 「発光ダイオード」の 

掲載ページ↓ 

JapanKnowledge（日本大百科全書(ニッポニカ)、ニッポニカ・プラスを選択） 

基本文献 

著者名 

25巻(p.715) 

 

18巻(pp.813-814) 

《資料3》 講義・演習
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テーマやキーワードの連想に使えるツール 

1. 冊子・インターネット上のシソーラス 
 

■シソーラス（thesaurus）とは… 

「類語辞典」の一種。ある語について、関連する語を調べるときに用いる。 

同義語・類義語だけでなく、上位語や下位語を見ることができる。 
 

 

  
基本件名標目表 第 4 版  (附属図書館１F参考図書 UL||644||キ 2、ほか) 

MeSH（ Medical Subject Headings ) 

MEDLINE のシソーラス (http://www.nlm.nih.gov/mesh/) 

TT：最上位標目（Top Term） 

BT：上位標目（Broader Term）  

NT：下位標目（Narrower Term） 

RT：関連標目（Related Term）  

UF：件名標目として採用されていない

もの（Used For） 

 

単語を直接検索し、

その上下の概念を

表す単語を見る 

関連語も参照可能 

（See also） 

大きな概念から 

小さな概念へと 

絞り込む 

《資料4》 講義・演習
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2. 関連テーマやキーワードを探せるウェブツール 
 

 
新書マップ （http://shinshomap.info/） 

国立国会図書館サーチ 開発版（ NDL サーチ ）(http://iss.ndl.go.jp/) 

 

キーワードで 

検索 

関連テーマが表示 

クリックすればさらに展開 

関連テーマ／キーワードを 

切り替えて表示、絞り込み 

検索結果画面に 

関連する用語や 

キーワードが表示 

キーワードで検索 

《資料4》 講義・演習
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